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助成グループの一年間の活動成果！

～見えてきたまちづくりのかたち～

審査経過報告

令和2年11月に実施した普請部門二次審査で継続審査となっていた

「優美堂再生プロジェクト実行委員会」は、後日追加で提出された資

料を基に審査会で審査した結果、助成条件を付帯したうえで助成を

決定しました。

新型コロナウイルスの影響もあり、工期が遅れているとのことです

が、竣工した際には、アーティストの皆さんをはじめとした、地域の

交流の拠点としての活用が期待されます。T
o
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［開催日］

［会　場］

令和3年4月18日（日）

ちよだプラットフォームスクウェア5階（一般には非公開）
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事業スケジュール

まちづくり活動期間4月 3月

7月 11月

千代田まちづくりサポート（まちサポ）は、

千代田区内で自主的なまちづくり活動を

行っているグループに対して、その活動経費の

一部を助成する事業です。

本号では、第20回千代田まちづくりサポート

活動成果発表会の内容を紹介しながら、

千代田のまちづくりの「いま」を伝えます。

第20回千代田まちづくりサポート
活動成果発表会

コロナ禍において活動が大きく制限される中、

オンラインを活用したイベントを開催するなど、

各グループの工夫を凝らした取り組みが発表されました。
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助成グループ一覧
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門
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次
審
査

応募グループ（はじめて部

門を除く）が活動内容の発

表を行い、それに対して、審

査会委員との質疑応答を行

います。その後、助成対象と

するグループと助成額を審

査会が公開の場で審査・決

定します。

助成対象期間の中間におけ

る、活動の経過報告を行い

ます。また、普請部門一次審

査を通過した応募グループ

が整備計画や建物の活用方

法などの提案発表を行い、

助成額を審査・決定します。

活動報告書に基づいて、一

年間の活動報告を行いま

す。また、審査会委員と助成

グループの投票で「サポー

ト大賞※」を決定します。

 
※助成グループの中で特に優れたま
ちづくり活動を行ったグループを
決定するもの

審査会委員

東京大学大学院工学系研究科　准教授・博士（工学）

株式会社ＧＥＮプランニング　代表取締役

東京ボランティア・市民活動センター　専門員

千代田区青少年委員

元千代田区青少年委員

興産信用金庫　お客様支援部 成長支援担当課長

千代田区　コミュニティ総務課長

会　長 中島　直人

副会長 奥村　玄

委　員 朝比奈　ゆり

委　員 柿内　健介

委　員 小野寺　健志

委　員 吉田　渉

委　員 菊池　洋光

なかじま   なお  と

おくむら   げん

あさ　ひ　 な

かき  うち   けんすけ

 お　の　でら　　  たけ　し

よし  だ  わたる

きく  ち   ひろ みつ

部門

はじめて

 
一般

　

 
普請

回数

－

1

1

1

2

2

3

－

－

－

助成グループ名

トナリ

ドコヒロ隊（DoCo22を広めよう隊）

M. Alive Place

「着がえる家」 実行委員会

神田でパンダ

スプーン・プロジェクツ

グリーンネイバーフッド千代田を目指す会

ちよとも

江戸長唄ごひいき衆

海老原商店を活かす会

秋葉原・旧旅館【東館】内　ちよだニャンとなるCafé

「神田珈琲園」 再生プロジェクトチーム

ページ

3

－

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

13:00

13:20

14:10

14:20

15:00

15:10

15:55

16:00

16:20

16:25

16:40

16:50

開会
審査会委員紹介、発表会概要・スケジュール説明

活動成果発表①
5グループ（各グループ10分）

休憩
活動成果発表②
4グループ（各グループ10分）

休憩
普請部門年度報告
3グループ（各グループ15分）

普請部門審査経過報告
審査会員講評
事務連絡
卒業グループ卒業式、サポート大賞発表
まちプラからのお知らせ
閉会

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、「Zoom」を活用してオンライン形式で開催しました。

※「ドコヒロ隊」は発表会当日欠席
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トナリは、主に造形そして表現活動を通じて個人の力（生きる力）を強くすること

を目的とした団体です。何かあった時にも表現を通じて、自分を強く持つことがで

きる力を育てること、また、つながりを持つことでコミュニティを強くすることを

信念として活動しています。

今回は子どもを対象にしたワークショップを行いました。当初は街に出ての活動を

考えていましたが、コロナの影響もあり、アーツ千代田3331の中で実施しました。

8月に3日間、人数制限を設けて開催し、合計で28人が参加しました。内容として

は、一つの空間で街を作り、毎回新しくするのではなく、前の子どもたちが作った

ものに、次の回の子どもたちが足していくことで一つの街を作るというものです。

作成する前に、子ども会議というものを行い、みんなでどういう街にしたいかなど

を話し合ってもらっています。街を作る材料は段ボールや毛糸など身の回りにある

もので、子どもたちが家で続きができるよう工夫しました。出来上がった街は、展

覧会という形でいろいろな人に見てもらいました。

また、家族とのコミュニケーションのきっかけとして、ミッションシートというも

のを使用し、自分たちの作品について家族と話し合ってもらいました。残念ながら

作品は解体しましたが、映像などできるだけ記録を取りました。

コロナの影響で街に出ることができず、千代田区とのつながりを考えるという意味

では難しかったです。今後は、今の状況だからこそできるやり方を考えつつ、並行

して可能な限り街に出るワークショップを実施していきます。参加者のアンケート

では、継続して行ってほしいとか時間を長くしてほしいなどの意見があったので、

今後も活動を続けて認知してもらいたいです。

展覧会の際にカウンセリングルームもやっています。子育てのことだとか、コロナ

で学校に行けない間の家での過ごし方などを話し合っています。ちょっと寄れる場

所という意味で「トナリ」という活動を、表現活動と並行して進めていきます。

私も都市計画に関わっているが、小さいころ砂場で

街を作ったりしたことが原点なので、今回の試みか

ら、将来的に都市計画に関わる人が増えたら良いな

と思います。一つ質問で、コロナが続くとして、今回

開催した場所以外でも活動はできますか。

今回実施する中で、自分たちなりに安全対策の基準

を経験の中で見つけることができました。今後はそ

の可能性を広げていきたいと思っています。

報告書に、今後拠点を設けてセラピーやワーク

ショップを実施したいと記載がありますが、具体的

な進め方を教えてください。

その場所に行けば誰かに相談できる場所を作りた

いという思いで活動しています。セラピーは、専門

的なものではなく、表現を使って気持ちが落ち着く

ような、不安が少しでも和らぐような活動をする場

所を作りたいです。来た時よりも気持ちが落ち着い

て、安心して家に帰れるような場所を作るのが今後

の目標です。

活動概要

発表概要

■

■

Q

A

住民主体のワークショップを通した、千代田の都市空間活用の実践をテーマとして

活動してきました。神田古書店街の魅力を人々に伝えて、文化の持続性に貢献する

ことを目的に、地域に根ざした活動を行い、これからの都市空間のあり方を模索す

ることが目標です。具体的には、各店舗の個性ある古書を人それぞれの嗜好に合わ

せて届け、今だからこそ出来る体験価値の提供や質の高い情報発信を行うことを目

的とし、中長期的なファンの獲得につなげたいと考えています。

一年間の活動実績としては、神田の古書店街のフィールド調査と情報発信活動を行

いました。まず、神田に詳しい方や実際に活動している方に話を伺い、地域の現状

や課題の洗い出しを行いました。その中で、人とのつながりが生まれ、その重要性

を学びました。また、実際のお店の雰囲気を確かめるために、全てのお店を回り古

書を購入して、利用者の目線を体感することを意識しました。活動内容は

Instagramを中心に情報発信しました。さまざまな方からコメントをもらい、愛さ

れるまちの条件として、人と人とのコミュニケーションとか文化や物を介した思い

の共有が重要だということが分かりました。

続いて、都市空間活用企画として、実際の公共空間で木製パレットを加工したスト

リートファニチャーを用いて、空間活用企画の実現を目指しました。しかしコロナ

の影響もあり、試作品の製作にとどまりました。

活動の中でうれしかったことは、SNSを通じて、活動に対する感想や応援を多くも

らうことができたことです。また、フィールド調査を行う中で、お店の方から喜び

や感謝の声をもらうことができ、やりがいを感じました。

活動に対する評価は、自己評価だが満足のいくものではなかったです。しかし、学

びとして、まちづくり活動は外側から見るのと、自ら実践するのではかなり見え方

が異なることを知ることができました。持続的に関わることの重要性も体感でき、

小さなことでも少しずつ関係を作っていくことが、地域に貢献する活動として重要

であると実感しました。これからの活動次第では老若男女問わず楽しめる企画を実

現できるのではないかと考えています。

活動の例として人が集まるところ、カフェやバー、

レストランなどに古本を置いてミニライブラリみ

たいなものを作るのも良いと思います。次年度以

降、具体的な活動ができることを期待します。

古書店の中に限らず、まちの中のあちこちに本を読

む人がいる風景を増やすことができれば良いなと感

じました。再開発が進んでおり、屋外空間が充実し

てきていると思うので、そうした空間を活用するこ

とができれば良いと思います。場を共有することで

コミュニケーションの最初の一歩を作れるのではな

いかと思います。若い皆さんの発想に期待します。

データや資料は書面などで引き継ぐことができる

が、人間関係を引き継ぐのは難しいと思います。こ

の点を工夫して引き継ぐことが、継続的な活動につ

ながると思います。現時点で何かアイデアなどはあ

りますか。

イベントを運営する過程の中で、次代のメンバーと

地域の方をつないでいけたら良いと考えています。

発表概要

［代表者］ 北村 駿季　［活動メンバー］ 13名　［主な活動地域（場所）］ 神田エリア

活動概要

こどもワークショップ
「こどもかいぎ わたしたちでつくるまち」

トナリ

［代表者］ 曽根 博美　［活動メンバー］ 9名　［主な活動地域（場所）］ アーツ千代田3331

住民主体のワークショップを通した、
千代田の都市空間活用の実践

M. Alive Place

トナリはアーツ千代田3331の中にアートスタジオを開設し、人をケア・サ

ポートするアートの場の創出を目指している。プレスタートにあたるこの活動

は、自分たちの住む千代田区エリアについて、子どもたち自身が思い考えてい

る意見を聞き取っていく。さらに仕事・自然環境・生き物・交通・建物・学校など

について考える基地を提供し、実際に描画・工作でまちをつくる。

大学のサークルで検討した都市空間活用の企画をもとに、住民が主体的に設

置物（ストリートファニチャーなど）の制作過程に関わるワークショップを実

施し、千代田の都市空間、公開空地で実践する。企画は、学生の自己満足ではな

く、住民が主体性を発揮する内容を目指す。
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［代表者］ 宍戸 遊美　［活動メンバー］ 3名　［主な活動地域（場所）］ 海老原商店（神田須田町２丁目）

Q

A

Q

A

海老原商店で装いとコミュニケーションをテーマとしたワークショップ「着替える

家」を実施してきました。コロナの影響で当初の計画からは内容を変更しつつ試行

錯誤しました。活動内容を4つのトピックとして報告します。

一つ目は、8月29日のワークショップ「感覚の洗濯」のテスト実施です。この時点で

は、今後のコロナの影響が分からなかったため、実施方法を含めて検証しました。

テストでは、洗濯物のセットをリアカーに積み、秋葉原の街を走らせて、海老原商

店に向かいました。洗濯をした後に外に干す「洗濯の展示」に、かなり苦戦しまし

た。窓ガラスに洗濯紐を吊ったり、はりを渡したり試行錯誤しました。

二つ目は、10月17日から18日の二日間実施した「感覚の洗濯」の本番です。前回の

検証を生かして、器具を作り、実際に干しました。ワイヤーを張り、そのワイヤーを

滑らせることで手前にひっかけた洗濯物を奥に押し出していき、海老原商店の側面

に洗濯物を干しました。器具を活用したおかげでスムーズに干すことができまし

た。洗濯物を干している景色を描くということもやりました。洗濯物が乾いたらそ

れに着替えて、みんなでポーズを取って写真撮影も行いました。

三つ目は、11月28日の「ちびっこテイラー」というワークショップです。小学生か

ら中学生の子どもたち4名が参加しました。コロナの影響もあり人数を絞って参加

者を募りました。内容としては、子どもたちが新たな服をデザインして作るという

ものです。子どもたちそれぞれが作ったオリジナルの服を着て、最後に記念写真を

撮りました。

四つ目は「いただ着ます」というワークショップです。服に見立てた食材とその食

材を連想する服を材料として、リモートでプレゼンなどをしました。緑のものは緑

の服とか紫の芋はえんじ色のスカートといった感じです。それを調理してお昼ご飯

を作り、みんなで食べました。完成した服をそれぞれで見せあい、写真を撮りまし

た。

これらの活動を2021年の夏につなげたいと考えています。

中間発表会の時にZoomで参加したお子さんが自

分で作った古着をすごくうれしそうな顔をして見

せてくれたことを覚えています。その後作った服は

どうなっているか、また、子どもが今どのように過

ごしているか、分かれば教えてください。

作った服は子どもによっては持ち帰ったり、置いて

いったりしています。今後は、その服を販売するこ

とを考えています。誰かに着てもらうために作って

いるので、その服を誰かが買って楽しむという形に

したいです。子どもたちのその後は把握していませ

んが、今年の夏も「ちびっこテイラー」としてお客様

に提供できる服を作れるように育てたいなと思っ

ています。

報告書の活動に対する外部評価のところで、海老原

商店から近くにある「千代田せいが保育園」の協力

もあったとのことだが、どのような経緯で地域の方

に協力してもらえたのか教えてください。

実際の活動としては、私と西尾さんが中心になって

いるが、ファシリテーターとして関係してくれてい

る方に地元のコミュニティとつながりのある方がい

ます。そうした方が声をかけてくれました。次回は

コロナ対策を万全にしつつ、もっと広くどなたでも

参加できるような形で実施したいと考えています。

発表概要

Q

A

■

■

前半の活動として、イベントを何回か実施する予定だったが、コロナの影響で実施

できませんでした。キャラクター投票はインターネットで実施し、中間発表会の時

に結果を発表しました。投票数は476票で神田在住・在勤ではない人からも投票が

ありました。10代～60代とかなり幅広い方から投票してもらいました。キャラク

ター投票の実施にあたり、チラシの配付やポスターの掲示を小学校や飲食店、警察

署などいろいろなところに協力してもらいました。パンダの白黒つながりで警察署

も協力してくれました。本当に幅広い形で皆さんから応援の声をもらいました。パ

ンダというキャラクターを設定しましたが、非常に高い関心を寄せられていると感

じ、自信につながりました。

年度の後半に向けてメンバーで企画を検討する中で、神田在住の方から提案があ

り、広場にパンダのアートを置くというミニイベントを行いました。コロナの影響

もあり、事前に広報は行わなかったが、通りがかりの方が関心を持って話しかけて

くれました。こうした出来事もあり、まち歩きの企画を行うことにしました。対面

で話すことがあまりできないため、FacebookやInstagramなどSNSを活用して

情報を発信しました。実際にイベントがあったら参加したいなどのコメントをもら

うことができました。

まち歩きイベントの実施に向けて、パンダマップの作成に取り組みました。グーグ

ルマップを活用しておもしろさを出しながら進めました。企画を充実させるため

に、審査会委員の方からアドバイスをもらったように、パンダのスポットをどのよ

うに選ぶか、リモートワークの方や歴史巡り、アート巡りなどテーマに沿った場所

のリストアップを行いました。実際に3月にイベントを計画していたが、コロナの

影響で実施できませんでした。企画内容はある程度詰められているので、夏ごろに

向けてイベントを実施したいです。参加賞ということで、協賛企業の協力もあり、

ストラップを作成することができたので、今後につなげたいです。

全体の活動にユーモアを感じます。活動はもちろん

真面目なもので、まちのことを考えているが、活動

の一つ一つにユーモアを盛り込んでいると思いま

す。チームの話し合いを活発にするための工夫のよ

うなものはありますか。 

LINEでグループを作って、何かアイデアがあれば

気軽に出し合うようにしています。 

魅力的なキャラクターデザインで、神田でパンダの

ステッカーやグッズなどをお店に置いてもらうの

もおもしろいなと思います。それを見た方が、この

地域ではこんな活動をしているのだと知ってもら

うことで、活動が盛り上がれば良いと思います。 活

動資金の確保にもつながると良いですね。

精力的に活動されていて、いろいろなところで活動

の様子を目にする機会があります。キャラクター投

票のときの熱をそのままに、全国に神田のパンダを

広めてください。

発表概要

03 04

活動概要 活動概要

海老原商店での装いとコミュニケーションをテーマにした
ワークショップ「着がえる家」の実施

「着がえる家」実行委員会
「神田でパンダ」
神田のまちをパンダで盛り上げよう

神田でパンダ

［代表者］ 石垣 曜子　［活動メンバー］ 8名　［主な活動地域（場所）］ 神田錦町キンキン広場、神田警察通りなど

「生活と装い」「住み開き」「新しい古着屋」をキーワードに、来年度の

「東京ビエンナーレ2020/2021」会期中、新たに「海老原商店」で期

間限定の住み込み型のプロジェクトを展開する。具体的には、（1）常

設展示（2）ワークショップ（3）店舗という3つの要素でプロジェク

トを行う。

“STAY HOME”によりマンション住民の方々は地域の絆の重要性に気付き、

地元企業の方も地域への責任を感じていると思います。その中で、パンダとい

うイメージキャラクターを作り、遊び心をもって街のさまざまな場所に広め

ることによって、神田の街を盛り上げます。
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Q

A

Q

A

食を通じて人と地域、人と世界がつながれば良いなと思い、去年から活動を続けてき

ました。今年は、文化的なコンテンツとして、世界を見る、聞くといった内容を加えて

活動をパワーアップさせました。

二回目の活動として、コロナの影響もありましたが、一貫してやりたいことが見えて

きました。昨年は大使館の方を中心に展開したのに対して、今年は地域の飲食店で働

く日本人女性を中心にプログラムを作成しました。去年はイスラエル、今年はインド

と、地域は異なるが、人が行き来する文化が多様な場所を今年も選びました。

去年は実際に集まり、地域のみんなでご飯を食べる楽しい時間を提供できました。今

年はコロナの影響で集まることができませんでしたが、Zoomを活用して、できるだ

け参加者同士がつながり、臨場感を出せればと思い、録画映像を配信しました。世界で

一番食されている小麦が、地域によりいろいろな味わいがあると伝えられたらと思い

ました。去年は手探りの状態で活動しましたが、スプーンで子どもに何かを食べさせ

るイメージが頭にありました。インドでは手で食べるので、手で作ること、コロナで触

れ合える機会が減っているので、みんなでつながることをイメージしました。

イベントをして楽しかったなというだけではなく、何か形に残したいと思い、昨年は

ストーリーブックを作成して配布、今年はスパイスキットを配りました。地域で買い

物をする楽しさを知ってほしくて、地域の飲食店や小売店と協力して実施しました。

イベントを実施する際に大切にしたのはメッセージ性や次につながるブランディン

グを作ることです。そのため、ホームページにポエム調のメッセージを載せました。

まちづくりとして実現したかったことは、地域の魅力を発見、そばにおもしろい人が

たくさんいて、食でいろいろな人とつながることができると知ってもらうことです。

人は楽しそう、おもしろそう、おいしそうというものに惹かれるので、ホームページで

の発信を来年は強化していきたいです。

活動の写真を思い出としてInstagramにアップしています。活動後は疲れて来年は

できないかもと思うが、こうした写真を振り返ると来年も活動したいと思えます。来

年はメキシコをテーマに活動したいです。

起点となる方とどのように関係を築いたのか知り

たいです。また、LINEでつながった人数が分かれば

教えてください。

偶発的な出会いが多いです。今年は、去年手伝って

もらったベーカリーの方にパンの提供を依頼した

ら、インドで修業した人がお店にいることが分か

り、メニューの作成をお願いできました。話すこと

で道が開けると感じました。LINEのリーチ数は69

名です。去年人数制限で参加できなかった方から連

絡があり、今年参加してくれました。まちみらい

ニュースを見て参加してくれた方も多かったです。

旅の目的はやはりいろいろな文化に触れたいとい

うことだと思います。旅ができない時代だからこ

そ、こうしたイベントで子どもたちも貴重な経験が

できたと思います。共有したいノウハウとして、「気

楽に考える」を挙げた理由を教えてください。

理想や実現したいことがあるから皆さん活動して

いると思いますが、理想が高すぎると身動きが取れ

なくなってしまうことが自分にもありました。無理

だったら諦めるぐらいの気持ちで肩の力を抜いて

やるとうまくいくこともあると思います。本当にう

まくいかなかったら、ほかのアイデアや人が助けて

くれたりするので、助けてもらえる人になるという

意味でも気楽にやっていきたいと思います。

発表概要

Q

A

Q

A

3月13日にワークショップを実施しました。午前中にコミュニケーションワーク

ショップ、午後に日比谷公園周辺の散策を行う予定でしたが、荒天のため雨天プロ

グラムに変更しました。場所は日比谷図書文化館を使いました。参加者はWebで3

名、リアルで12名の合計15名、うちサポートが必要な方は7名でした。お互いのこ

とを知るための表現方法として、サポートする側、される側どちらにもコミュニ

ケーションの技術が必要になります。Webで参加する方は一人一台端末を用意、リ

アルで参加した人たちには漫才のようなものをしてもらいました。片方が宇宙人と

して好きに話してもらい、もう片方が通訳として、自分なりに解釈をして話をする

というプログラムです。

また、目をつぶった人とコミュニケーションをとりながら先導するというプログラ

ムを行いました。午後は雨天のため、日比谷公園周辺の自然について学びました。

UDトークというアプリを使えば、言葉が不自由な方でも、パソコンで入力した言葉

がZoom上に表示されるのでコミュニケーションをとることができます。

運営の工夫として、募集チラシには多様な方に参加してもらうため「事務局でできるサ

ポートは限られており、参加者同士でサポートしあってほしい」ということを記載しま

した。リマインドメールの中で最寄り駅からのサポートが必要かを確認しました。

コロナ禍の工夫としては、当日来ることができなくても、別の日に日比谷公園を散

策して楽しめるように共立女子大学と協力してアプリを作成し、クイズラリーを作

成しました。どこでもクイズに挑戦できますが、GPS機能を使って現地に行かない

とクイズに答えられないようになっています。また、アプリ上で簡単に写真を共有

できるので、ここにエレベーターがあったとか、階段があり車椅子での移動が難し

い、といった情報を共有できるようにしました。

全体に共有したいこととして、Webとリアルのハイブリッドで工夫して活動を行う

ことで、時間や場所、得意の五感の違いの壁を越えられる可能性を感じました。

インクルーシブしたイベントに近づけたと考えています。人に何かを伝えたいとい

う想いは社会状況に関係なく普遍であると思います。そうした人たちが千代田でど

のような活動ができるか、千代田の場の使い方を提案していきたいと思いました。

リアルで活動しづらい中でイベントを行ったこと

がすばらしいです。オンラインでのやり取りが主流

になると耳の不自由な方に対して手話であったり、

字幕であったり用意すると伝えやすくなると思い

ます。風景であっても、音を言葉で表現してあげた

りできるのではないかと思います。

UDトークは話したことを字幕にしてくれるので、

それを標準にして行うのはありだと思います。耳が

不自由な方だけではなく、英語など別の言語に翻訳

する機能があるので、そうした機能も活用していき

たいです。

来年が3年目になるが、どのように活動をまとめて、

次のステップに進もうと考えていますか。共有した

いノウハウを伝えるための冊子やホームページへ

の掲載など、まとめることも大切だと思います。

来年は集大成の年となると思います。聖火ランナー

のボランティアに応募しているので、パラリンピッ

クの選手や関係者とコミュニケーションをとり、共

催を増やして、ノウハウを共有することでサポート

が必要な方が参加できるイベントが開催できれば

と思っています。

発表概要

05 06

活動概要 活動概要

おしえて！世界のおうちごはん

スプーン・プロジェクツ

［代表者］ 原田 つぐみ　［活動メンバー］ 6名　［主な活動地域（場所）］ インド大使館など

千代田区内で五感が違う人たちが参加する自然観察会を開催します。事前に

レクチャーできるものはZoom、Web等を活用して、当日の接触を減らしま

す。また、当日の参加者のサポートルールを事前に構築します。

wi thコロナの中、
千代田からサポートが必要な人たちも参加できるイベントを発信する

グリーンネイバーフッド千代田を目指す会

［代表者］ 林 昌明　［活動メンバー］ 4名　［主な活動地域（場所）］ 日比谷公園など

各国大使館からの協力を得ながら、東京で暮らす外国人コミュニティ

との連携を図り、近所で気軽に参加できる国際交流の場づくりを目指

して活動を行っている。また、食という誰もが毎日関わるテーマを起

点として、大人も子どもも楽しめる学び、地域と世界とが深くつなが

るきっかけを提供する。

Designed by Freepik
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07 08

Q

A

コロナに負けずに強気に

攻めていこうと決めて、

一年間いろいろなことを

試しました。学びの「ちよ

とも」をやろうと決めて、

民間の宇宙飛行士やキャリアコンサルタントを招き、イベントを開催しました。最初の頃は

参加者が10人位でしたが、助成金をもらい、広報に協力してもらったおかげでたくさんの

方に参加してもらうことができました。コロナの影響でオンラインになったことで、千代田

区にいながら宇宙の話を聞くことができ、とても勉強になりました。コロンビアなど海外か

ら参加してくれた方もいました。

キャリアコンサルタントを招いた会では、コロナで働き方が大きく変わってきた時代の中

で、どんなキャリアが必要なのかを、実際に最先端でキャリア研究をされている先生と学ぶ

ことができました。オンラインで行うことによって、これから何かしたいけど、普段家事で

忙しくて参加できないという主婦の方が、手元に携帯を置きながら参加できて、感銘を受け

たという感想をいただきました。

「幸福と健康を科学的に考える」というテーマや「ハーバードの人生を変える授業」という

本を翻訳された先生を招いて、ポジティブな心理学を学びました。オンライン「ちよとも」

で分かったことは、たくさんの人が参加できること、専門家の方の話が気軽に聞けることで

す。オンラインで開催することで、参加者を電子管理することができ、次の回の案内ができ

るシステムを構築できました。また、助成金を活用してホームページを作成することができ

ました。

「ちよとも」のビジョンに沿って進化することができました。オンラインでやることで、オ

ンラインも良いけどやっぱりリアルでつながりたいと思い、日比谷公園を会場にオンライ

ンとオフラインをミックスして何かできないか企画を検討中です。興味がある方はぜひ参

加してください。

講座の一つ一つが魅力的でバラエティに

富んでいますが、具体的に千代田のまち

づくりとしてどのようにつながっていく

のか、テーマの選定はどのように考えて

いますか。

オンラインにすることでさまざまな場所

から参加してくれる人が増えていく中

で、「ちよとも」でやる意味は何かをメン

バーで話し合いました。

毎回講座の最初で千代田区がどういった

場所かを説明するところから始めていま

す。説明することで、地方に住んでいる方

が、千代田区ってそういう場所なのかと

興味を持ってもらい、千代田区を広報す

るような活動として、千代田区について

気軽に話せる、知ってもらうことが、今回

の共通したテーマであるという話になり

ました。

発表概要

Q

A

Q

A

長唄を通じて江戸東京の伝統

や文化を知る機会、まちに親

しむ機会をつくることを目指

して活動しています。今日も

九段生涯学習館で稽古をしているのでここから発表します。講座や三味線体験の実

施、神田明神や千代田区のいろいろな場所、まちの中で演奏することで、地域資源

の再発見につなげたいと考えています。

コロナの影響で稽古を続けることは難しかったです。緊急事態宣言が発出され、活

動場所が閉館してしまったため、オンラインで稽古を行いました。解除後はリアル

とオンラインを組み合わせて実施しています。「withコロナのもとでのオンライン

の活用強化」というのが、今年度の活動のポイントです。イベントが実施できない

場合に備えて、動画の撮影と配信に重点を置いて活動してきました。11月に以前か

らお世話になっている海老原商店で動画を撮影しました。町会に「半纏」を借りて、

ポストコロナへの「反転」とかけたテーマで実施しました。動画の最初に地域の紹

介とテーマの趣旨説明を入れました。海老原商店の中での演奏の様子を流しつつ、

まちと海老原商店の成り立ちを伝えています。

神田エリアだけではなく千代田の多様性を示したかったので、九段北にある九段ハ

ウスで撮影をしました。歴史的な洋館を再生させた場所です。YouTubeで配信し

ているので、関心があれば見てください。二か所の共通点は、歴史ある建造物をリ

ニューアルして現代によみがえらせている点です。広報活動としては、ちよだコ

ミュニティラボライブで活動の説明と動画紹介をしました。

また、リアルでのイベントを神田明神で行いました。「タヌキ大学課外授業―タヌ

キってなんだ？芸能にみる「タヌキ像」」というテーマで実施しました。

三味線はコミュニケーションツール・ボーダーレスだという想いで活動してきまし

た。これからも活動を続けていきたいです。

動画はグループ内で作成したのでしょうか。 

動画の撮影、編集はメンバーが行いました。

YouTubeで配信しなければという必要性に駆ら

れて技術を高めていったところ、作成できるメン

バーが育ってきました。

支出を確認したところ外部に委託した様子が無

かったので質問しました。自分たちで作成したのは

すごいと思います。クオリティが高いので、千代田

区の古い建物を歴史と交えて、三味線の音とともに

紹介する事業を新たに始めるのかと思いました。音

と一緒だと訴えかけるものがあります。区内を巡回

するバスなどで映像を流し、観光名所として紹介し

てもらうと良いのではないでしょうか。

機会があればぜひ挑戦したいです。

発表概要

毎月1回多世代交流の場としてオンラインによるイベントを中心に「ちよとも」を開催し、区内

在住者や在勤者に新しいつながりを生む場を提供していく。また、年代・性別・国籍を問わない

多世代交流の場を提供するとともに、ちよだにつながる情報も提供します。

活動概要 活動概要

三味線の音が響く粋なまちづくり
長唄をきっかけにつながる、広がる

江戸長唄ごひいき衆

［代表者］ 津守 恵子　［活動メンバー］ 10名　［主な活動地域（場所）］ 千代田区立九段生涯学習館

千代田で楽しくつながり創り
楽しく/承認しあう/安心の場

ちよとも

［代表者］ 高橋 孔明　［活動メンバー］ 9名　［主な活動地域（場所）］ 千代田区高齢者総合サポートセンター・かがやきプラザ 相談センター

オンライン稽古・リモート合奏のほか、長唄に詠み込まれた情景解説と演奏（江戸の物見遊山、

江戸藩邸を探る、駿河台今昔等）の動画作成を行います。また、オンライン講座を配信し、地域交

流のきっかけづくりやコロナ禍での魅力発信や観光資源の掘り起こしを模索します。

千代田まちづくりサポート通信  ｜  1009 ｜ 千代田まちづくりサポート通信
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昨年はコロナの影響ですごく活動が難しい年になったが、できる範囲でいろいろな

工夫をしながら活動しました。緊急事態宣言が解除されたときに明治大学の学生さ

んの内覧勉強会の受け入れなどもしました。

今回で4回目の報告になりますが、徐々に恒例のイベントが増えていたのに、昨年は

途切れてしまいました。今年もどうなるかわからないものが多く、苦戦しました。

そうした中、4月4日から19日にかけて展示イベントを行いました。状況がどんど

ん変化していく中で、感染予防対策を試行錯誤しながら実施しました。Instagram 

のライブ配信などを利用してギャラリートークとかギャラリーツアーみたいなも

のを企画して、日本語と英語で配信しました。ほかのギャラリーとか美術館のほと

んどが展示を中止していく中で、さまざまな工夫をしながら一生懸命展示をしまし

た。

オープニングイベントは観客を入れずに配信で実施しました。展示もギャラリーツ

アーという形で行い、来場者は1時間に1名ほどで日に20人以下で実施しました。

展示で良かったのは、個人として、海老原商店として、表現を守ることができたこ

とで、この経験は今後も役立つと思っています。

次に、時間がある中で何かできないかということで、今までは千代田区の景観まち

づくり重要物件に条例で指定されていたが、それだけではなく景観法に基づく景観

重要建造物にも応募申請して、9月に千代田区指定第一号として無事に指定されま

した。条例から法律への指定になったことで、保存活用への道が広がり、これから

申請される方の先例になるという目的も果たせたかなと思います。

今年もコロナによって不透明な状況ですが、一番大きなイベントとして、東京ビエ

ンナーレ2020／2021というプロジェクトの「着替える家」を開催します。ぜひ成

功させたい展示で、多くの人に来場してもらえるような社会状況になっていること

を願っているし、いろいろな対策をしながら、みんなで協力してやりたいです。

昨年から引き継いだイベントも多いが、今年も引き続き皆さんと一緒にやっていけ

たらと思っているのでよろしくお願いします。

収入の部分などで困っていることはありますか。

昨年はイベント会場としての利用がほとんどでき
ず大変でした。実は昨年から今年にかけては新た
に、アーティストを招へいして制作するプログラム
を取り入れていましたが、コロナの影響で実施でき
ず、収入の面では厳しい状況です。しかし、アフター
コロナを考えれば、必ず海老原商店の魅力に気付い
て、利用される方が増えていくのではないかと期待
しています。

厳しい状況の中でしっかりと対策をして、運営を続
けてきたのは、すばらしいと思います。ほかの助成
グループでも、海老原商店を使って活動ができたと
いう報告がありました。本当に感謝したいと思いま
す。今後も頑張ってください。

ほかの展示会場を参考にしながら、本当に試行錯誤で
した。展示を維持できたのがうれしかったです。

ほかのギャラリーとのつながりみたいなものはで
きましたか。

アーツ千代田3331の対応はすごく参考になりまし
た。あとは実際にアーティストの希望を聞くことが
でき、勉強になりました。ほかには、予約制を早くか
ら導入していたギャラリーに話を聞いて参考にさせ
てもらい、つながりをつくることができました。

大変な一年でしたが、新たに得たものもあると思い
ます。次のステップに期待しています。

発表概要

■
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コロナの影響で建物としては一年間休館しました。基本的な感染症対策はできます

が、猫がいるので対策に限界があります。

4月に完全予約制でお店を再開しました。昨年度はイベントを開催できませんでし

たが、その代わりに、以前足を運んでくれたシニアの方に対して、電話での傾聴ボ

ランティアで交流を続けてきました。多くの方が家から出られなくて寂しいとか、

誰とも話していないということだったので、昔話を聞いたりとか、猫の現在をお話

ししたりとか、少しでも元気になってほしいと思い活動してきました。コロナが落

ち着いたら、まずはお茶会ということで、交流したいと思います。

カフェとしての活用はできませんでしたが、千代田区の保護猫の活動を続けてきま

した。猫はボランティアや私たちが交代で世話しています。入場料などの収益は無

いですが、家賃の支払いや猫の医療費などが発生するため、クラウドファンディン

グで資金を集めました。多くの方から支援があり、500万円も集めることができま

した。これまでも継続的に支援してくれて、なおかつこのクラウドファンディング

でも応援してくれた方も多く、拠点となる場所があるのはすばらしいなと改めて実

感した一年でした。

この古民家の改築に関しては、建築アドバイザーの方から耐震補強のアドバイスを

受けて、設計図を見直し、費用はクラウドファンディングで調達しました。今年は

大きな地震もありましたが、何かが倒れたりすることもありませんでした。先生の

指導もあり、古民家を改修して良かったと運営してみて改めて実感しました。

3月に新聞の取材が来て、猫の特集として「ちよだニャンとなるCafé」の活動が紹介

されました。子ども向けの新聞でしたが、コロナ禍で猫を遺棄する飼い主がいると

か、飼い主が責任を持つことの大事さが記載されており、大人の私たちももっと気を

付けなくてはいけないと思いました。記者の方には、看取りで保護された猫を見ても

らいました。拠点があることで、猫を看取ることができて、良かったと思いました。

今後の活動について、変異型のコロナの感染が拡大しているので、様子を見ながら

運営していきます。近所の人からも「いつ開きますか」とか「頑張ってくださいね」

と声を掛けてもらいました。明るい気持ちで頑張っていきたいと思います。

クラウドファンディングについて、目標金額250万円
に対して500万円が集まったのはすごいと思いまし
た。デザインが非常に凝っていて、分かりやすくまと
まっています。体験談等を、共有してもらえると、資金
面に課題を持つグループの助けになると思います。

猫にとって古い建物は住み心地が良いとか、過ごしや
すいなどのメリットはありますか。

古民家を再生したときに、できるだけ当時の温かみと
か優しさを残すことを大切にしました。私たちの目か
ら見ても猫は穏やかに過ごしているように見えます。
同じ命がゆったり過ごしているのを見ながら、来てく
れたお客さんにも同じような気持ちが伝染して、人も
猫も穏やかに過ごせる空間になっていると思います。

自然の素材がたくさん使われていて、猫にやさしいと
いうことは人にもやさしいのだと思うし、生き物と一
緒に暮らすことの良さも体験できる、すばらしい拠点
だと思います。

地域の方からの声がけの話から、地域に定着している
ように感じました。地域の方とのつながりは、どう
やって生まれましたか。

ヨガ教室やお茶会などのイベントを通して知り合いが
増えてきました。コロナ禍で直接は会えませんが、電話
や手紙でつながり、励まし合える環境があります。イン
ターネットだけの関係ではここまでできないと思いま
す。近隣の方とのつながりは、神田祭に参加したという
のが大きかったと思います。神田祭は初参加でしたが、
祭りを通して近所づきあいが広がりました。

発表概要

秋葉原に残る昭和20年代の建造物を改修し、

千代田区のブランドである「猫」をテーマにした
コミュニティカフェをひらく

ちよだニャンとなるCafé

［代表者］ 香取 章子　［活動メンバー］ 7名　※応募申請時　［主な活動地域（場所）］ 秋葉原・旧旅館【東館】内ちよだニャンとなるCafé（外神田4丁目8-12）

海老原商店の保存活用をできるだけ地域を巻き込みながら実践していくことで、看板建築や古

民家等のことを多くの人に知ってもらい、地域の歴史文化遺産としてだけでなく、地域活性化

の活動拠点となる地域の資源として利用してもらうことで、保存活用の応援者あるいは担い手

となっていただけるような活用プログラムの企画・運営をめざしています。

活動概要

コミュニティスペースで猫をテーマにした各種イベントを実施します。

具体的には子どもを対象とした、お話会（猫絵本の読み聞かせ）やワー

クショップの開催、全国の猫問題の改善に向けての普及啓発の場とし

て、猫に関するセミナーの開催、猫に関するアートの展示、音楽、落語

等、定期的な開催でコミュニティの育成を行います。

活動概要

秋葉原・旧旅館【東館】内

神田に残る、近代建築史の生き証人とも言える
「看板建築」の代表的な事例、海老原商店を改修し、
長寿命化を図るとともに、生きた活用方法を提案する

海老原商店を活かす会

［代表者］ 海老原 義也　［活動メンバー］ 9名　※応募申請時　［主な活動地域（場所）］ 海老原商店（神田須田町2丁目）

千代田まちづくりサポート通信  ｜  1211 ｜ 千代田まちづくりサポート通信
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常連さんから昭和のたたずまいが落ち着く空間で気に入っているということで、そ

れを踏襲しつつ新しい建物をどう建てるかというところから活動をスタートしまし

た。2018年に普請部門に応募、工事費の高騰や融資の難しさなど紆余曲折ありまし

たが、一つ一つハードルをクリアして昨年7月に再開に至りました。クラウドファン

ディングにも挑戦し、時間はかかりましたが、無事に目標金額を達成できました。

元々使っていたテーブルや椅子を設置すると雰囲気が変わり、より落ち着いた雰囲

気になりました。お客さんも「建て替えた感じがしないね」とか「やっぱり落ち着く

ね」と言ってくれました。クラウドファンディングをきっかけに、活動の応援コメ

ントが多く寄せられて、頑張ろうという気持ちになりました。コロナ禍でお店の再

開も正直不安でしたが、待ってくれる人たちがいると、勇気づけられましたし、そ

うした意味でもチャレンジして良かったなと思います。

クラウドファンディングのリターンとして店内への名前の掲示や焙煎体験のワー

クショップを用意しました。応援してくれた方と新たな交流も生まれて、ファンも

増えました。サンキューセットというお得なメニューも、スタッフから応援してく

れた方、地域の皆さんへの感謝の気持ちの表れだと思います。

11月に審査会委員の方の打ち合わせ場所として活用されたのですが、ほかの団体

の活用も増えてきています。ちよだ社協の方からも、神田珈琲園を利用できないか

と相談を受けました。現在は打ち合わせ場所として定期的に活用されています。

そして、ちよだニャンとなる会とのコラボとして、常連のお客さんからグッズを製

作し、その売り上げを寄付したいとの相談を受け、店頭でグッズを販売していま

す。二階は、展示スペースとして貸し出しを再開しています。そのほかに店舗の入

口に掲示板を設置し、地域の情報誌などを置いています。コーヒーを飲みながらお

客さんが読んだり、持ち帰ったりされています。かなり人気があるそうなので、ぜ

ひまちサポの活動グループの皆さんにも活用してほしいと思います。

今後の方針としては、コロナ禍で厳しい状況が続きますが、活動場所とか地域の居

場所として、引き続き営業も続けていきます。また、地域のニーズや課題をテーマ

としたミニ講座とかワークショップを工夫して開催していきたいです。

拠点の強みを存分に発揮されていてすばらしいと

思いました。やはりコラボの可能性は拠点があるグ

ループが高いと思います。皆さんから、ほかのグ

ループに対してコラボを持ちかけてくれると、広が

りが生まれるのではないかと思います。

今後の方針の中で、地域のニーズや課題をテーマと

したワークショップなども開きたいということで

すが、具体的にどんなニーズや企画があるか教えて

ください。

現在はお店を軌道にのせるのに一生懸命な段階で

はありますが、少し余裕ができたところで企画を発

信して進めていきたいと思います。あとはこの場所

を皆さんに活用してもらうこともお店にとって効

果が大きいので、一緒にコラボしていきたいなと思

います。

発表概要

卒業グループ・サポート大賞　受賞グループ紹介

江戸長唄ごひいき衆が
サポート大賞を受賞！

JR神田駅高架下で創業60年、
地域に愛され続ける『神田珈琲園』の再生

「神田珈琲園」再生プロジェクトチーム

［代表者］ 八戸 建　［活動メンバー］ 10名　※応募申請時　［主な活動地域（場所）］ 神田珈琲園（鍛冶町２丁目）

神田珈琲園において『時間と場所の提供』をしています。主に店内の壁面を活

用した展示ギャラリーや地域の交流・活動スペースとしての利用、まちの情

報発信のHUB的な役割を果たすこと、神田駅周辺の変遷などを学ぶ勉強会、

コーヒー豆や焙煎に関する勉強会などを実施します。

活動概要

一般社団法人
千代田まちづくりプラットフォーム

（まちプラ）からのお知らせ

顕彰プレート

サポート大賞景品

まちプラのリーフレット

1 2 3

二次元コード▶

審査会委員と参加グループの投票により、「江戸長唄ごひいき

衆」がサポート大賞に選ばれました。コロナ禍で活動が思うよう

にいかない中、演奏の様子を撮影・編集して動画配信を行うな

ど、オンラインに対応して活動の幅を広げた点に評価が集まり

ました。

「江戸長唄ごひいき衆」は、一般部門で三回目の助成を受け、今

回で卒業となります。これまで築き上げた成果をもとに、今後の

さらなる飛躍に期待しています。

まちプラ公式ウェブサイトを
立ち上げました！

まちプラの活動報告に加え、助成グループの

イベント情報や取材記事等を掲載予定です。

URL
https://www.machiplat.or.jp

普請部門の顕彰プレート
完成間近！

今後、各助成グループと取り付け位

置、文言を調整した後設置します。

まちプラのリーフレットが
完成しました！

活動内容の周知とまちプラメン

バーや応募グループの発掘につ

なげていきます。

【事業協働運営先】 
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　審査会委員講評 C o m m e n t

皆さん発表ありがとうございました。私の方から一言ずつ講評させてい

ただきます。まずトナリは、拠点から、どのように街に出て行くかが課題

に挙げられると思います。今後は現在の子育て中心の活動から広げてほ

しいと思います。 

M.Al ive Placeは学生ならではの仮説、地域ににぎわいを生むことイ

コール多くの人を呼ぶことではないということを命題に掲げていて、私

も感銘を受けました。今後はフィールドの活動と情報発信をどのように

つなげるかが課題かなと思いました。

着替える家実行プロジェクトは、私の思いつきですがこれからの季節、古着

で鯉のぼりを作ってみたらおもしろいのではないかと思いました。地域課

題を抱えるムーブメントにどのようにつなげていくかが鍵だと思います。

神田でパンダは非常に経営体制がしっかりしていて、警察と行政との連

携も非常に上手だと思います。今後も活動を広げてほしいと思います。

スプーンプロジェクトは、SNS を通じたアプローチが少ないかなと思い

ました。もう少し人を増やす工夫をしてほしいと思います。

グリーンネイバーフッド千代田を目指す会について、自然環境と付き合

うイベントはコロナ禍では厳しいと思いますが、今後も継続して頑張っ

てほしいと思います。

ちよともはオンラインのポジティブな側面を生かしていると思います。

さまざまな人とつながり、活動の成果も出ているのでこの調子で頑張っ

てほしいと思います。

江戸長唄ごひいき衆は、今回初めて演奏を見たのですが、非常に良かった

です。今回で最後の助成となりますが、今後も持続的な活動につなげてほ

しいと思います。

普請部門の助成グループは、いずれも資金面での課題はあると思います

が、知名度は上がってきていると思いますので、今後も頑張ってほしいと

思います。私も陰ながら応援しますので、引き続きよろしくお願いします。

発表ありがとうございました。コロナの影

響がある中で活動制限があり、皆さんがさ

まざまな工夫をして活動されていること

について、手前どもについてはイベントを

中止したことが多く、非常に深く反省して

います。千代田まちづくりサポートの事業

についてはグループや組織の助成ではな

く活動への助成という形になりますが、先

頭に立って引っ張っていくリーダーの負

担は多大なものがあると思います。活動を

継続していく意味でも先ほどのスプーン

プロジェクツの原田代表が話ししていた

とおりだと思いますが、考えてもダメなこ

とは諦めて次に進むことや時には人を頼

ることについても継続性の中では必要な

ことだと思います。さまざまな着想や企画

提案によって皆さんが楽しく行えるまち

づくりが広がっていくことを今後も期待

しています。本日はありがとうございまし

た。

皆さん長い時間お疲れさまでした。普請部門の3グ

ループを含めて全部で11のグループとお話しがで

き、とても良い時間を過ごすことができました。私は

普段飯田橋にある東京ボランティア市民活動セン

ターという所にいるのですが、昨年から始まったコロ

ナで活動停止中のグループもありますし、これを機に

解散をしたという団体をいくつも聞いています。長い

こと活動していても、ここで一区切りをつけたいと

いって解散してしまった結果なのですが、その中で皆

さんは活動を止めることなく続け、発展もした一年

だったと思います。それ自体、ものすごいことだなと

思います。話を聞いていると普請部門の皆さんがとっ

ても明るい表情だったと吉田委員が話していました

が、ほかのはじめて部門の皆さんも含めて、とても充

実したお話だったと思います。できないこともたくさ

んありましたが、自分たちでもう一回問いかけて、皆

さん話し合いもしたでしょうし、ご自身でも考える時

間がたくさんあったのではと思います。なかなかその

答えが見つからない中でも、必死でこう考えたってい

う結果が、とても充実した成果を今日発表してくれた

のではないかと思っています江戸長唄ごひいき衆は

今日で卒業になってしまいますが、最後に三味線の生

の音を聞きたいなとちょっと思いました。報告の中で

卒業した後も何か一緒にまちサポ卒業生というか、ま

ちサポのグループとつながりを続けられないかとい

う提案がいくつもありました。私もすごくそう思いま

す。事務局やまちプラの皆さんが、きっとそういう場

を続けていくと思うので、そこでまた皆さんとコロナ

に負けない、コロナの中でもこんなことができたよと

いうお話しができることを願っています。今日は一日

ありがとうございました。

皆さん本当にありがとうございました。改めて驚いたのはテーマ

の広がりがものすごく広いということと、バラエティに富んでい

るなということです。その中でも特に、子どもとアート、子どもと

食事など、子どもたちが関わっているグループがたくさんありま

した。次の世代にきちんとバトンタッチをする、文化をつないで

いくことが、とてもありがたいなと思いました。また、アートが

やっぱり多いなと思いました。コロナ禍で最初に痛手を受けたの

がアーティストの方たちだと私は解釈しているのですが、それで

も「表現の方法をいろいろ模索しながらアートを守ることができ

た」という非常にインパクトのある一言をいただきました。伝え

ていく、あるいは表現し続けるという事に本当に感謝したいなと

思います。

あとはサポートが必要な方たちの活動をサポートするグリーン

ネイバーフッド千代田を目指す会の方たちですが、実はサポート

しあう関係はコロナ禍でやはり重要になってきていると思って

いて、とても大事なことをたくさん教わったと思います。

普請部門の方たちはそれぞれその建物のアイデンティティを非

常に大事にされていると思いますし、海老原さんはこれからアー

トをメインテーマにしながら続けていくという事で、その場所の

アイデンティティと作品との応答関係というものがあり、これは

一般の美術館とはまたちょっと違う、インスタレーションに近い

ものなのかと思い、とても楽しみにしています。

神田珈琲園さんのアイデンティティはそこで過ごした記憶で、み

んながそこでたくさんの会話をしてたくさんの発見があったりう

れしかったり涙があったりして、そういう記憶をこれからもつな

げていくことがとても大事なのかなと、歴史に支えられている安

心感みたいなものもあると思います。

ちよだニャンとなるCaféの古い建物で過ごすその安心感のよう

なものを猫たちも感じているというお話は、猫の感じるセンサー

からいろいろ教わることもあり、そこがすばらしい場になってい

ることをすごく感じました。皆さんそれぞれ独自の視点で、千代

田のまちづくりを生み育てている。そのまちづくりをこれからも

育ててもらうようにお願いしたいと思います。今日は本当にすば

らしいお話をたくさんありがとうございました。

皆さん一年間本当にお疲れさまでした。皆

さん一生懸命活動されている姿を見て、千

代田区に住んでいる区民として本当にあ

りがたいと感謝をしています。

今年はコロナの影響で町会や商店街の行

事が中止になっており、こんな時代だから

こそ皆さんがこうやってコミュニティの

活性化を通じて人々をつなげてくれる、

人々はそれで自己体現ができたりします。

生活のエネルギーとなる活動をしていて

本当に感謝しています。活動の継続につい

てですが、やはり一度止まったコマを再度

動かすのは大変エネルギーがいることな

ので、助成期間の3年を過ぎた団体につい

ては、今後の活動が難しいかもしれません

が、ぜひ継続して頑張ってほしいと思いま

す。そのためにも、まちみらい千代田やま

ちプラを活用してください。

皆さんお疲れ様でした。このコロナ禍で

の活動は大変ご苦労が多かったと思いま

す。それぞれ工夫されていて、大きな成果

を出したグループもあると思います。

江戸長唄ごひいき衆は、伝統芸能の三味

線を通じて地域貢献をされていますが、

違う角度で見ると、例えば音楽の違う

ジャンルの方たちとコラボして一緒にビ

デオ制作をするとか、コロナが終わった

後に一緒にライブなど実現できたら良い

と思います。それぞれの団体とつながる

きっかけにもなるので、音楽を通じて活

動を続けてほしいと思います。

また神田でパンダの活動も非常に目を引

くところがあり、先ほどご提案したように

いろんなグッズ販売を通じて認証制度な

ども継続して、地域の貢献のために神田ブ

ランドを広げていってほしいと思います。

最後に普請部門の皆さん、活動拠点があ

るため他のグループと違い活動しやすい

環境にあり、コロナ禍とはいえ非常に力

が入っていて頼もしいなと思いますの

で、他の活動団体とさらに絆を深めてそ

れを発展してもらえたらと思います。今

後も応援していますので頑張ってくださ

い。

審査会委員

菊池 洋光

審査会委員

吉田 渉

審査会委員

小野寺 健志

審査会委員

柿内 健介

審査会委員

朝比奈 ゆり

審査会副会長

奥村 玄

全体講評

皆さんお疲れ様でした。皆さんの積極的な活動から学

ぶことが大きく、今日も本当にいろんなことを知りま

したし、考えさせられました。そういう意味ではまち

づくりサポートって良いですね。もちろん我々は審査

員ではあるのですが、基本的には間接的ながらも皆さ

んと協働して一緒にまちづくりをやっており、我々と

皆さんそれぞれの活動があって、千代田区を良くしよ

うとしている点では、決して講評者と活動者とで二

分するような立場ではないのだなと思っています。

今日の発表でいくつも貴重な言葉や教訓などをも

らったし、印象に残っていることがいろいろあるの

ですが、強いてあげるとすれば、「保育は原理的に

アートを内包している」という言葉が印象に残りま

した。近くの保育園の方からお話を聞いたというこ

とで、なるほどと思いましたし、保育っていう概念が

すごく大事だなと思いました。それは無償の優しさ

みたいなものもありますし、人に対する思いやりな

どさまざまなことを考えさせられる言葉だなと思い

ました。皆さんも他のグループの話や審査会委員の

言葉からもそういう学びがあったのではないかと思

います。しかし、それぞれいろいろな悩みや喜びがあ

るわけですが、この場において全員で学びを共有す

ると、もう一つまちづくりの核心というか、まちづく

りとは何かを考えることができる。それがまた個々

の現場にフィードバックされる、そういう場が成果

発表会なのかなと改めて感じました。

個々のグループへのコメントはすでに言われたと思

いますので、全体についてコメントしますと、まちづ

くりの形がかなりはっきり見えてきたのかなという

気がします。数年前からコラボがまちサポでも明確

に行われてきていて、それはまちサポのソフト面で

の支援もありますが、一方でインフラというか場が、

特に普請部門を中心として出来てきている。コラボ

のためにはまず場がないといけないと思うのです

が、その場がまさに普請部門で見えてきている。普請

部門だけではなくプラットフォームということで言

えば、ちよともの活動は、やっぱりインフラなのかな

という気がしてきました。要するにその場でありイ

ンフラであり、そこにいろんな人が来てコラボレー

ションして何かが生まれるのかなと。それ自身が

テーマを持ってもいいわけですが、もしかしたら

テーマではない、フォームやインフラといったもの

もあるのかなと思いました。

一方でそこにもうひとつテーマ型のさまざまな活動

があり、本当に豊かなテーマがあって、アートとかデ

ザインとかが増えてきて、まちの文化を新しい視点

から掘り起こしていく活動が千代田区ならではの活

動として垣間見えています。そこに食とかユニバー

サルデザインとか本当に大事なことも千代田区の中

から出てくるのですね。そういうものが先ほど言っ

たインフラの中でいろいろな反応を起こしてまちを

良くするおもしろい活動につながっているのではな

いかと。その大きなインフラとテーマみたいなもの

が、うまく重なり合いながら千代田のまちづくりみ

たいなものが皆さんの活動によってかなり見えてき

たなと。また数年すると次の形に変わっていくかも

しれませんが、そういうものができてきていて頼も

しいなと思いました。それは皆さんの成果です。大変

な一年でしたが、活動をきちんと続けられたという

ことは、時間をかけて皆さんと歴代のグループが作

り上げてきたインフラとテーマの豊かさが、ある種

のレジリエンスを生み出してこの一年を乗り切り、

まちづくりが展開されたと思っています。

全体のまちサポの形について、ポジティブな面だけ

をお話ししましたが、皆さんのおかげでその価値と

いうかまちサポの意義についても改めて考えさせら

れました。もちろんそこにはいろいろな欠点があっ

て、今日個別には話しませんでしたが、来年もまたす

ぐ始まるので、少し改良も加えながらさらにこのま

ちサポを展開させていきたいと私自身も思っていま

すので、ぜひ今回三回目の方はちょっとテーマを変

えて、またほかの皆さんにも参加していただいて、こ

れからも千代田のまちを良くしていく活動を一緒に

展開していけたら嬉しいと思います。本当に皆さん

お疲れ様でした。そしてこれからもよろしくお願い

します。

審査会会長

中島 直人
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M a p 活動マップ

AKIHABARA

IIDABASHI

OGAWAMACHI

JIMBOCHO

TAKEBASHI
ICHIGATA

HANZOMON

NAGATACHO

KASUMIGASEKI

OOTEMACHI
IMPERIAL PALACE

MARUNOUCHI

TOKYO

IWAMOTOCHO
KUDANSHITA

HIBIYA

KANDA

KOJIMACHI

OCHANOMIZU

スプーン・プロジェクツ
（インド大使館など）

ちよとも
（千代田区高齢者
総合サポートセンター・
かがやきプラザ 相談センター）

グリーンネイバーフッド千代田を目指す会
（日比谷公園など）　

神田でパンダ
（神田錦町キンキン広場、
  神田警察通りなど）

優美堂
再生プロジェクト

実行委員会
（優美堂［神田小川町２丁目］）

「着がえる家」
実行委員会
（海老原商店

［神田須田町２丁目］）

秋葉原・旧旅館【東館】内
ちよだニャンとなるCafé

（外神田4丁目）

トナリ
（アーツ千代田3331）

江戸長唄ごひいき衆
（千代田区立九段生涯学習館）

M. Alive Place
（神田エリア）

ドコヒロ隊
（千代田区全域）

海老原商店を
活かす会

（海老原商店
［神田須田町2丁目］）

「神田珈琲園」再生
プロジェクトチーム

（神田珈琲園［鍛冶町２丁目］）
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